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３ 家庭用空気清浄機の浄化性能について
（その2.ﾌｧﾝ･ﾌｨﾙﾀ 式、ｲｵﾝ･ﾌｧﾝ 式、ｲｵﾝ式の比較）
○大村道雄（信州大学）　入江建久（信州大学）

〔(社) 日 本家 政学 会

目的　第１報に続き、家庭に普及した各種空気清浄機の中から従来タイプ のファン･ﾌｨﾙﾀ式8機種

と近年登場したｲｵﾝ･ﾌｧﾝ 式4機種、イオン式5機種について、たばこ煙およびハウスダストを対象

に比較実験を行い浄化力の客観的な評価を行った。

方法　 ８畳相当の気密実験室（容積約34m' ）内でたばこ煙およびハウスダスト（布団たたき

法および真空掃除機で捕集した床塵の掃きたて法）を発塵させ、発塵後室内浮遊粉塵濃度の減

衰状況を相対質量濃度お よび粒径別個数濃度の経時変化を１時間測定した。

ﾌｧﾝ･ﾌｨﾙﾀ 式とｲｵﾝ･ﾌｧﾝ 式使用時に対するコントロールとして、自然減衰時も測定した。又イオ

ン式との比較は必要の応じて前報の結果を用いて行った。

結果　 浮遊塵の散乱光濃度が初期値の1/10 に減衰するのに要する時間平均で比較すると、ﾌ

ｧﾝ･ﾌｨﾙﾀ式27 分に対し、ｲｵﾝ･ﾌｧﾝ 式は33分でﾌｧﾝ･ﾌｨﾙﾀ 式とほぼ同程度の群（A）と、58分でﾌｧﾝ･ﾌｨﾙﾀ

式の倍の時間を要する群（B）に分かれた。前報で自然減衰と同程度の効果しか確認できなかった

イオン式にたいして、ｲｵﾝ･ﾌｧﾝ 式は倍程度の効果を有している。除去率ではﾌｧﾝ･ﾌｨﾙﾀ 式90% 、ｲｵ

ﾝ･ﾌｧﾝ式A群90、B群70、イオン式15である。集塵能力では1. 6ni /min、1.4 、0.7 、0.07であった。

吸引したほこりを高圧の静電界によって帯電させ、対極の集塵紙に付着させる集塵機構を特

徴とするｲｵﾝﾌｧﾝ式であるが、A、B群の違いは、集塵フィルタの材質と構造の違いに起因してい

ると考えられる。A群は、ｲｵﾝ･ﾌｧﾝ 式と同じフィルタか同等の性能のものを使用し、ファンによ

って吸引した空気は全てフィルタを通過させた後排出している（ろ過式）のに対し,B群は集塵

紙の表面と平行に空気を流し、その間に静電気力で帯電したほこりを集塵紙に吸着させるため、

吸い込み風量が少ない。浄化性能はﾌｨﾙﾀ と集塵方法および風量に大きく影響されることが明白

となった。

性能評価は、ファン式≧ｲｵﾝﾌｧﾝ 式A群＞ｲｵﾝﾌｧﾝ 式B群＞イオン式、との結果が得られた。
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数値シミュレーションによる換気要因と自然換気に関する基礎的研究
○二村真弓子＊　　田中辰明＊＊
（＊お茶女大 院　＊＊お茶女大　）

近年、有害化学物質やカビ・ダニの発生が住環境における大きな問題となってい
れらの対策として換気が有効な手段と考えられる。また現在の住宅は機械換気を多

用する傾向にあるが、自然換気をうまく利用することは省エネルギーの面から考えても大
変重要である。本研究は、三次元数値シ
違いなど、換気要因が自然換気にどのよ

ミユレーションにより、建物形状と開口部位置の
うに影響するかを解析し、考察した。

【方法】　 自然 換気 は風と温 度差を駆動力とした換気であるため、換気量が不安定で換気力も小

さい。なかでも風力 換気は原動である風が乱流であるため換気量を予測することがかなり困難であ

る。本研究では固定風速(1 パターン)･風向(8 パターン)を使用し、温度差による影響は考えず、風

のみを考慮して( 風力換気) 、隣接建物はないとして解 析を行った。さらに換気による汚染質 の濃

度分布を知るために換気効率による比 較も検討した。これには村上周 三らによって提案された換

気効率指標(SVE3) を使用した。建物はＩ型 、Ｌ 型、Ｕ 型 の3 タイプとし､ 開 口部はそれぞれの建

物につき2つ ずつとし、換気量 が多くなると予想されるタイプを中心に解析をした。また風速による

影響を考慮するため Ｕ 型 の1 タイプ のみ3 パターンの風速で解析した。

【結果】 三次元数 値シミュレーション結果を①建物形状､ ② 開口部位置､ ③風 向、④風向に分

けて検討する。①建物形 状により換気回数と換気 効率は異なり、換気 回数 は室内形状より建 物形

状に大きく起 因するすることが分かった。②Ｌ 型､ Ｕ 型のような突 出部のある建物については開 口

部位 置を適 切にしないと突出部に汚染 室が溜まり、換気効率 が悪くなることが分かった。③風向が

異なると建物 の周辺気流が異なるため、流入 口･流出口が入れ替 わる現象 が起こることが分かった。

④換気 回数は風速に比例するが換気効率指標(SVE3) は風速に依存しないことが分かった。
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